
エピソード部門
　街中での高齢者，障害のある人，けがをした人，妊婦，子ども，外国の人など
への配慮等を見聞きして感じたこと，実際に体験したことなどについての
エピソード（150字程度）を募集します。

「生活の中のユニバーサルデザイン」をテーマとした
「アイデア部門」と「エピソード部門」

により募集します。

応募用紙に必要事項を記入のうえ,応募先へ郵送してください。
なお,「エピソード部門」は,メール・ハガキ・点字による応募も可とし,メッセージ
とともに,写真などを添えることも可とします。
応募用紙はホームページからダウンロード可。
京都市みやこユニバーサルデザイン審議会において審査し，入選された方には，
表彰状及び副賞を授与します。また，応募された方には，記念品を進呈します。（10月頃を予定）

応募は,１部門につき１人１点とします。
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学 年 等

団 体 名

【　小学校・中学校・高校・大学　　（　　年生）　】　　，　　【　一般　】

※該当するものを丸印で囲んでください。学生の場合は，学年も記入してください。

アイデアが出るに至った経緯等を記入してください。（子どもとの会話，授業内容，子どもの気付き　等）

※団体応募の場合のみ記入

※個人での応募で，18歳以下の場合は保護者

小中学生の場合は
保護者又は

担任教諭が記入

団体の場合は
団体の連絡先
を記入



京都市では，心のユニバーサルデザインを広める取組として，
「人にやさしいサービス宣言」事業を実施しています。

　街中での高齢者，障害のある人，けがをした人，妊婦，子ども，外国の人などへの配慮等を見聞きして感じ
たこと，実際に体験したことなどについてのエピソード（150字程度）をお寄せください。

　物販店や飲食店等がより多くの人にとって利用
しやすくなるよう , サービス面で工夫，配慮して
いることをお店に宣言していただき，その情報を
市のホームページで発信しています。
　身近で人にやさしい取組を実践しているお店を見つけたら，
ぜひエピソード部門に応募してください。

【作品の概要】
僕は野球の練習の帰りに，ホームに行くための
階段を登っている時に重たい荷物を持っている
おばあさんがいたので荷物をホームまで運んだ。
少し照れくさいと思っていた自分がいたけれど
そのおばあさんは「どうもありがとう」と言った
この一言はどんなつらいことがあっても，心の中
から一度も離れません。

あの一言

●身体状況に応じて，オーダー
メイドで製品を作る。
●小分け販売（少量メニュー
の用意）ができる。

エピソード部門

２ 令和元年度

〈過去のエピソード部門　受賞例〉



団 体 名
※団体応募の場合のみ記入

※個人での応募で，18歳以下の場合は保護者

団体の場合は
団体の連絡先
を記入
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学 年 等

コ メ ン ト

【　小学校・中学校・高校・大学　　（　　年生）　】　　，　　【　一般　】

※該当するものを丸印で囲んでください。学生の場合は，学年も記入してください。

エピソードについて補足することなどがありましたら記入してください。

エピソード部門　応募用紙

エ ピ ソ ー ド 記 載 欄（ 1 5 0 字 程 度 ）


